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上野国際交流フェスタ
２００６

～フェスタジュニーナ～

　７月１５日、阿山B&G海洋センターで「こどもちゃれんじ教室」が行われま
した。今回で３回目になるこの日はカヌー、ローボート、ロープワークについ
て学びました。
　集まった子どもたちはまず３班に分かれ、それぞれのバディを決めました。
バディとは、カヌーやローボートなどで、お互いが危険な状態ではないかを確

認しあうための２人組のことです。
　カヌー、ローボートについて全員で説明を受けた後、それぞ
れの班に分かれ、実際にボート
やロープの操作に取り組みまし
た。
　危うい手つきではありました
が、先生の指導のもと、楽しそ
うに学んでいました。

みん
な、輪になって踊ろう

　６月２５日、上野城本丸広場でフェスタジュニーナ（ブ
ラジルの伝統的な６月の祭り）が行われました。
　この祭りは、ブラジル料理を食べながら、サイヤ（ブ
ラジルの田舎風衣装）を着て踊ったり、ゲームを楽し
んだりします。
　結婚式をおもしろおかしくアレンジした模擬結婚式
では、ブラジル音楽のリズムに合わせてダンスを踊っ
たり、参加者同士が手をつなぎアーチ状のトンネルを
くぐるパフォーマンスを披露したりすると、見物客は
大歓声をあげながら新郎新婦を祝福しました。
　問題に正解すると景品がもらえるイベントが始まる
と、大勢の参加者が集まりました。その他、サッカー
ボールのリフティング競争や、ゴム風船を膨らませて
早く割る競争など、楽しいゲームがたくさん催されま

ス～イ こどもちゃれんじ教室

した。　
　屋台では、ブラジルの牛串
焼きエスペチーノや韓国料理
のトッポッキ、ペルー、タイ
の各国自慢の料理を販売しま
した。
　この日は、あいにくの雨で
したが、会場にはおよそ６００
人が訪れ、腕を組んで輪にな
り、楽しく踊って国際交流を
深めました。

ボートに乗って ス～イ



美しい日本を守る！

　６月２５日、道の
駅や市内のスー
パー、温泉などで
「全国ごみ不法投
棄監視ウィーク」
の街頭啓発が実
施されました。こ
の不法投棄監視ウィークは環境月間（６月）のうち
１週間、伊賀市では６月２４日～３０日までを期間とし、
「美しい日本をめざそう～私たちの心を荒廃させる不
法投棄は許さない」をスローガンに、不法投棄され
たゴミの撤去作業などを実施しました。
　この日は、自治会や住民自治協議会・市職員が協
力して「不法投棄は他人ごとではすまされません。
やっても、やらせても罪になります。」と書かれた啓
発物品を配布し、不法投棄根絶をＰＲしました。　

ごみ不法投棄監視ウィーク

講談で語る人権
ライトピアおおやまだ人権フェスティバル

　７月７日、ライトピアおおやまだで「第１１回人権フェ
スティバル」が開催されました。
　講談師の旭

きょくどう

堂小
こなんりょう

南稜さんは、「差別をしてはいけな
いということは分かっていても、差別は心の中にひ
そんでいる。差別が、いかに理不尽で理由がないも
のかを次の時代にしっかりと伝えていかなければな
らない」と強く語っ
てくれました。
　また、解放令の発
布から全国水平社
の結成に至るまで
の講談があり、参加
者はうなずきなが
ら聴き入っていま
した。

　７月８日、「平和への証言」をテーマに『人権フェスティバル２００６』が
伊賀市文化会館で開催されました。
　「戦争を負の遺産として語り継いでいかなければならない」と、第１部
では「思いに触れて」と題し、６人の戦争体験者がそれぞれの体験談を
朗読しました。その体験談に崇広中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏が
加わり、童謡「七つの子」「母さんの歌」「夕焼け小焼け」など、懐かし
いメロディーが会場に静かに流れました。　

～平和への証言～
人権フェスティバル２００６ 
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平和を願い
語り継ぐ

　第２部では「中継されなかったバグダッド」と題し、
ジャーナリスト・山本美香さんの講演がありました。イ
ラク戦争を現地で爆撃される市民の側に立って取材を続
けた山本さんは、戦地の様子をスライド写真で映し出し、
イラク市民の思いを交えながら伝えてくれました。
　また、ロビーでは満州事変から太平洋戦争までの写真
パネル「１５年戦争」が展示され、会場に訪れたたくさ
んの観客が立ち止まって見学していました。
　戦後６１年、戦争を知らない世代へも、戦争の悲惨さ
が伝わったことでしょう。


